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護活動の取り組みについて 2011 年 8 月，2012 年 2 月，











Socialization of child-rearing of children of the children’s home







た．この結果を踏まえて下記の 2 点を考察した．1 点，このような変化の意味は，社会的養護児童が主体
的行為や未来を見通す行為をおこなうようになったことである．2 点，このような変化が生じた理由は，
社会的養護児童が，自分の周りに信頼してもよい人がいるのだと認識できるようになったことである．
































































行委員会をつくって実施された．実施期間は 2012 年 8










人，東北地方の児童養護施設から 2 人の合計 16 人であ
った．その内訳は中学生女児 1人，中学生男児 4人，小
学生女児 6人，小学生男児 5人であった．予定があるた
























1日目 8月 22 日 オリエンテーション
2日目 8月 23 日 自然探索・川遊び
3日目 8月 24 日 ボランティア活動（保育所・ごみ拾い）
4日目 8月 25 日 ゴムボート川下り

























2011 年 8 月，2012 年 2 月の実地調査の調査日，調査協
力者，インタビューの形態，調査時間の詳細については
【表２】のとおりである．












　分析では，A 児と A 児が生きる「ひと・もの・こと」
をめぐる関係に生じた質的変化について，A 児の生き
【表2】2011年8月，2012年2月の調査の概況
調査日 調査協力者 インタビュー形態 インタビュー時間
2011/8/25 「NPOいのちネット」前代表者 個人 1時間 40 分
2011/8/25 「NPOいのちネット」代表者・同前代表者・地域住民 グループ（※） 1時間
2011/8/27 児童養護施みちのくみどり学園園長 個人 1時間 30 分
2011/8/27 地域養護活動経験児童 2名 グループ 30 分
2011/2/15 児童養護施設みちのくみどり学園園長 個人 2時間
2012/2/15 児童養護施みちのくみどり学園職員（保育士） 個人 30 分
2012/2/15 児童養護施設みちのくみどり学園職員（保健師） 個人 30 分
2012/2/17 「NPOいのちネット」前代表者 個人 1時間 30 分
2012/2/18 「NPOいのちネット」前代表者・児童養護施設和光学園職員 グループ 20 分




























































































































































































































































※ 本研究は，日本学術振興会平成 22-24 年度科学研究費（研究
課題番号 :22500707，研究代表者：井上寿美）の助成を受け
ておこなったものの一部である．






がる，南北約 50km，東西約 20km，総面積は 590.78 ㎢，人




2 たとえば 2009 年度に実施されたホームスティ事業では，同
事業への協力を申し出た西和賀町の５世帯が，岩手県内にあ
る 2 つの児童養護施設からやってきた 10 人の子どもたちを，
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